
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの体力や自己肯定感の低さが課題となる近年、野外保育や自

然体験を通じ、子どもの自主性を育て、自律を促す活動に注目が集ま

っています。しかし、子どもの主体性を保つため、子どもの目線で、子ども

の気持ちを汲み取りたいと思う一方、日常ではつい大人の望む期待と成

果を「遊び」の中にも求めがちです。  

そこで、今回の研修では、長年、自由に自分の責任で遊ぶ「プレーパ

ーク」の運営に携わる天野秀昭氏を講師に迎え、遊びのなかで「子どもをどのように理解し、どう観る

か」を、ワークショップ形式で参加者が互いに学びます。  

 

 

  

福島プレーパーク研修会 

【第 1部】子ども観を考える 

13:00 受付（飯坂学習センター） 

13:30 開講 オリエンテーション 

13:40  ワークショップ 

15:00 休憩 

15:10 発表・意見交換 

15:50 終了 

16:00 りょうぜん里山がっこうへ移動 

 

【第 2部】プロセスレコードによる検証 

18:30 受付（りょうぜん里山がっこう） 

19:00 開講 

21：00 終了 

21：10 交流会・情報交換会 

※希望者は里山がっこうで宿泊 

【14日 第 3部】 

9:00 受付 

9:30 開講「ケガの対処について」 

11:00 終了 

11:10 移動 

文化センター経由飯坂学習センター

フォーラム参加（裏面参照）or解散 

 

～子ども観を学ぶ～ 

天野秀昭氏：大正大学人間学部人間環境学科こどもコミュニティーコース特命教授 

NPO法人日本冒険遊び場づくり協会 理事 

早川大氏：災害・防災支援団体 Bousaring 危機管理アドバイザー 

NPO法人日本冒険遊び場づくり協会 会員 

共催：福島県 特定非営利活動法人いいざかサポーターズクラブ 

協力：特定非営利活動法人りょうぜん里山がっこう 

 

※参加はいづれか１つだけでも可能です。お気軽にお問合わせください。 

【第１部】飯坂学習センター（福島市飯坂町銀杏６−１１） 

【第 2・3部】りょうぜん里山がっこう（伊達市霊山町大石細倉 17） 

平成２６年度 福島県子どもの冒険ひろば設置業務 

【第１・３部】無料 

【第 2部】１，０００円 

※両方の部参加

者は、マイクロ

バスでの移動が

可能です。 

（夕飯は、りょ

うぜん里山がっ

こうでご用意し

ます） 

飯坂学習センター地図 

※駐車場有 



【冒険遊び場】プレーパークについて 

1979 年に日本で最初の冒険遊び場が東京都世田谷区で誕生して以降、都市を中心に全国に広がり、東日本大

震災後には、津波被災地を中心に、東北でも続々と誕生しています。 

冒険遊び場では、子どもは自らが主体となり、禁止事項をできるだけ少なくすることで、自分の責任（※１）

の中で自由に楽しいと感じる遊びを最大限に行います。遊びの中で子どもは、身体の発育と共に自律神経を成長

させ、失敗と成功体験を繰り返すことで自信を高めるとともに、他者とのコミュニケーション力を培います。 

いいざかサポーターズクラブは、放射線量が比較的低く（※２）、豊かな自

然環境が残る飯坂町茂庭地区に「茂庭プレーパーク」を開設し、関連各団体・

住民と連携して子ども達が安心して自由に過ごせる居場所を提供するととも

に、地域の活性化を目指しています。 

2013 年夏の開園以降、福島市や周辺地区の子ども達のべ 1,000 名以上が茂

庭プレーパークの手作りの遊具で遊び、ドキドキ・ワクワクを感じながら時 

間を忘れて、自然と体を目いっぱい使っています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

福島プレーパーク研修会 参加申込書 FAX：０２４－５２９－６１２６ 

氏 名  電話  

住 所 〒 

 

受 講 

コース 

 

□【第 1 部】子ども観を考える（参加料：無料） 

□【第 2 部】プロセスレコードによる検証（参加料：1,000 円 ※当日徴収） 

★第 2 部参加者には事前に宿題があります★後日、事務局より送付。 

□【第 3 部】遊び場でのケガの対処について（参加料：無料） 

お問合せ・申込：特定非営利活動法人いいざかサポーターズクラブ事務局（担当：佐藤・村上） 

電話：０２４－５２９－６１２５ FAX：０２４－５２９－６１２６ 

Email：info@iizakasupporters.com 

 

※１：法や契約に基づく社会的責任を子どもは負うことが出来ません。しかし、遊びの中で自らが決めたルー

ルや行動、態度、思いに対して責任を持つことで、遊び場での自由を確保し、他者の自由と責任を尊重

することを学びます。 

※２：茂庭プレーパーク内の空間、土壌、河川内の砂利を独自に測定し、ホームページで公開しています。 

同日開催 ふくしまっ子の「外遊び」フォーラム 12月 14日（日）13:00-17:00 
福島県内で活動する子ども支援団体の報告とパネルディスカッションを通して、福島の子どもの「外遊び」

について考えます。ぜひ、こちらもあわせてご参加ください。 

＜会場＞福島県文化センター2階会議室（福島市春日町 5－54） ＜参加料＞無料・先着１５０名 

＜お問合せ・申込＞公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン福島事務所（担当：中村雄弥） 

☎024-597-6944 FAX024-597-6945 メール：nakamurayuya@savechildren.or.jp 


